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AOZORA NEWS

さんだや

　2022 年もあっという間に 1カ月が過ぎました。子どもたちも日々成長し、とても嬉しく思います。
オミクロン株の感染も、この季節特有の感染症にも気を付けなければいけない季節が続きます。引き続き感染症対策に
取り組みながら過ごしていきたいと思います。
先日、「いろいろな子どもたちの感覚を知り、私たちや保護者の方々が子どもたちの成長発達をどうやって手伝ってい
くか」について保護者学習会を開きました。今回はそのなかでお話させていただいた、ある月例会 ( 何度か参加させてい
ただいたことのある、不定期に特別支援学校を卒業した方と教員やセラピストが個別療育をしている会 ) に参加されてい
たお母さまから聞いたお話を紹介します。
　ある日、お母さまと娘さん、お母さまのお友達でご飯をいっしょに食べているときに、お母さまが娘さんに向かって「お
箸はもっと上」と何度か言ったあと、お母さまのお友達に「〇〇ちゃんね！何度言ってもお箸の下のほうばっかり持つん
よ！」と言ったのを娘さんが聞いて「えっ！お母さん！私に言ってたん？」とびっくりしたそうです。
娘さんはずっと、お母さんは「お箸」に「もっと上」と言っていたと思っていたそうです。その娘さんは、知的な遅れ
がある自閉症と診断されている 20歳くらい ( 当時 ) の方です。月例会では就労施設でうまくいかない作業があれば、どう
やればうまくいくかを考えたり、家庭での生活や余暇が楽しくなる手立てを考えたりしていました。
〇〇さんは、知らない人とはお付き合いが難しいですが、仲良くなるとおしゃべりが大好きで月例会でもいろいろなこ
とを話してくれていました。お母さまもとても明るくて、なんでも
笑い飛ばしてくれる元気な方で、この「お箸話」も笑い話にしてく
れていました。家庭では、会話で不自由を感じることがほとんどな
かったので、お互いに伝えたいことが少し違って伝わっていても問
題なかったんだと思います。なかなか自分以外の人の感覚や思考は
わからないと改めて感じました。〇〇さんの場合は楽しく暮らしてい
らっしゃいますが、私たちが気付かないところで、自分の思いを伝
えることができなくて不本意な生活を強いられている方もいらっ
しゃるのではないかと思うと、もっともっと、いろいろな方のこと
をお知らせしていき、私たちができることを考えていかなければと
感じました。これからも、保護者の方々や職員がいろいろな話を聞
いたり、いろいろな人と関わることで「そうなのか」と思う機会を
たくさん作っていきたいと思います。

12 月 24 日、あおぞら園、きらきらにもサンタクロースがやって来ました。今年度は、例年サンタ役をお願いしている
ミッキー大場さんに来て頂き、サンタクロースに扮して各クラスを回って頂きました。鈴の音と共に保育室に現れた時に
は、歓声をあげたり、びっくりして逃げようとしたり、顔を伏せてしまったり、目が点になっていたり、様々な姿を見せ
てくれました。時々英語でも話しかけて頂き、なかなか経験する事ができないひと時を過ごす事ができました。昨年は号
泣していたお子さんが、今回はちょっぴり抵抗しながらも泣かずに参加ができたり、子どもたちの成長を感じました。こ
のような姿を目にすると、普段の療育
で積み重ねてきた経験が大きく影響し
ているのだと実感でき、本当に嬉しく
思います。これからも様々な行事を通
して、季節を感じる事ができるように、
そして個々に応じた準備をする事で無
理なく参加ができるようにしていきた
いと思います。( 内山 )
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　1月 7日にもちつき大会を行いました。
昨年度は中止しましたが、今年度は「子どもたちに普段は中々出来ない経験をさせてあげたい」という思いのもと、感
染症対策をしっかりと行いながら、職員がもちつきをする様子を子どもたちに見てもらいました。もちつきを初めて経験
するお子様もいる為、12 月下旬頃からもちつきの絵本を読んだり、小麦粉粘土を職員手作りの杵でついて遊んだりしなが
ら導入を行ってきました。
もちつき大会当日の子ども達の反応は、実物の臼や杵でもちをつく音に驚いたり、真剣な様子でじーっともちをつく様
子を見たりと様々でした。普段の療育の中では見せる事の
ない表情も見られて私達職員も嬉しく思いました。もちつ
き後は、ついたお餅を丸めて子ども達に目の前で見せて手
で触ってもらいました。（子どもたちが触れるためのもち
を少し準備しました。）
家庭でなかなか、もちつきを経験する機会が少なくなっ
ていると思います。来年は感染症が落ち着いて、子どもた
ちも一緒にもちつきが出来ればいいなと思います。（酒井）

サークルコスモスの大西様より折り紙で作ったは
らぺこあおむしの玩具、地域にお住まいの方より
ティッシュケースをいただきました。
早速、お子様におもちゃを見せると嬉しそうに手

にとり、思い思いに遊んでいました。はらぺこあお
むしの絵本はお子様たちに人気なお話しなので、と
ても喜んでいました。いただいた玩具とティッシュ
ケースは各家庭へ配布させていただきました。
今後も、様々な方々との交流を大切にし、いろい

ろな形でお子様たちや保護者の方が地域の方と交流する機会を作っていきたいと思います。今回、おもちゃやティッ
シュケースを寄贈していただきありがとうございました。（大向）

10,000人メッセージプロジェクト成人式に参加♪ ～「やさしいまち明石」を目指した取り組み～

地域の皆様に支えられて！ ～手作り玩具寄贈していただきました！～

　皆さま 10,000 人メッセージプロジェクトという取り組みをご存じでしょうか？もしご存じなければ、ぜひこの機会に
知っていただき、ご協力いただけると大変有難いです！！
10,000 人メッセージプロジェクトとは明石市地域自立支援協議会こども部会が主体となり、平成 28 年から始めた障害
のある子どもたちの現状を地域の皆様に啓発することを目的としたプロジェクトです。
プロジェクトの内容は障害のある子どもたちのことを知った上で、障害のあるなしに関わらず、すべての子どもたちの
今や未来に対して「あなたは何を意識していきますか？」「どんなアクションを起こしていきますか？」を延べ 10000 人
を目標に声や文字にしてメッセージを集めるという取り組みです。インプット（知る）して、すぐにアウトプット（メッ
セージを言う・書く）し、そのアウトプットを YouTube で配信していて 1月 20 日の時点で 2036 名の方にご協力してい
ただいております。
10,000 人メッセージプロジェクトは 10,000 人達成を目指すなかで、もう一つ目標がありました。それは成人式のプロ
グラムに組み込んでいただき、毎年新成人の皆様にメッセージを言っていただくという目標です。この壮大な目標が昨年、
素晴らしい人の繋がりとご尽力によりコロナ禍の大
変難しい時期にも関わらず明石市の成人式に参加す
ることが出来たのです。
今後も障害のあるなしに関わらず、すべての子ど
もたちが幸せに暮らせる明石を目指し 10,000 メッ
セージプロジェクトに取り組んでいきたいと思いま
す。ご協力いただける方や団体の皆さま、
あおぞら園までご連絡ください。（服部） 浅原園長と Saya. さん（右）

家庭では出来ない季節の行事をあおぞら園・きらきらで♪ ～もちつき大会のご報告 ～

リアルなクリスマスをあおぞら園・きらきらのお子様たちに！～クリスマス会のご報告～

浅原奈緒子園長のご挨拶

手作り玩具で遊ぶいるか組のお子様

10,000 人メッセージプロジェクト成人式の取り組みの様子

地域の方に臼をお借りして「もちつき大会」を行いました！

子どもの検温を見守る浅原園長

らっこ組のクリスマス会の様子


